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川 島 隆
なぜ今さら 「カフカと世界文学」なの醜 この、いささか大上段に構えた言葉をタイ トルに冠
した本書を目にすると、奇妙な既視感に襲われる。それは、すでにベル ト・ナーゲルが同名の書
物 〔Nagel1983〕 を著しているから、というだけの理由によるのではあるまい。そこでナv-一ゲル

































ち出すのである。彼は、そ うした学際的アブmチ への志向を 唄 北主義」(5.248)と 断じつつ、









なかでも、「カフカとゲーテ」を論 じたゲルハル ト・ノイマンの提1期 」る視sは 束轍 的である。
彼は、カフカにとっての二つの模範、すなわち 「世界文学」たるゲーテ文学と、「マイナー文学」
としてのイディッシュ文学のあいだの緊張関係に着 目し、そこに19世 紀から20世 紀にかけての
「公共性の鱒 伝換」をめぐる問題系を重ね合わせる。のみならず、村上春樹の 『梅辺のカフカ』
の主人公  本書では、なぜか一貫して 「カフカ ・ナムラ」(S,64£298)と 略 ボれる少年+― の
生活に、21世 紀の高度消費社会 における公共圏の崩壊 というテーマを見て取り、そこか らまた
カフカ文学とゲーテ文学を逆照射す ることさえ試みられている。
 カフカとイディッシュ文学の関係については、ノイマンとは別にクシレハル ト・ラウアーが哲拉







論 じるリッチー ・ロバー トソンも、あいかわらずの堅実な仕事ぶりを見せている。彼は、1980
年代から90年 代にかけて興隆したジェンダー論的なカフカ研究の成果を杜畔―J的に継承しつつ、
カフカにおけるハムスンやス トリン ドベ リの受容を捉え直してみせている。
                    *
 その他、カフカと現代文学に関しては、まず ヨーン ・ノイバ ウアーの論考が、かつて社会主義
体制下の東欧でカフカを早 くから評価していたセルビアの作家ダニロ・キシュおよびハンガリー
の作家エステルハージにおけるカフカ受容のあり方を考察して、啓発的である。南アフリカの作





 先に述べたように、 ヨmッ パ外ないし非西洋の 「世界文学」におけるカフカ文学の位置は、
本書の盲点となつている。その点を、エスター ・クラウスによる巻末の文献セレクションは一定
の範囲で補ってお り、本書の価値を大幅に向上させている。
                     (G?tingen Vandenhceck&Ruprecht 2006)
参考文献
Enge], Manfred/1.amping, Dieter(Hrsg.):Rilke unddie Weltliteratur:D?seldorf 1999.
Camping, Dieter:施 η・磁 ヨ肋 伽 皿」面d脱加-刀 趾 昭 血d駆 ぬ召狛曲θ刀〃'teratur des 20.
 Jahrhunderts G?tingen 1998.
Liebrand, Claudia/Sch?ler, Franziska:艶 畑 』触.腿 ヨ㎜ げ葱θ伽 漉㎞W負rzburg
 2004.
Nagel, Berg Kafka und die Weltliteratur:Zusammenh舅ge und Wechselwirkungen
 M?chen 1983.
                  -!13一
